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◇歴史資料館へようこそー「青少
年自然科学教室」の子ども達一
中田良平
“皆さんこんにちは～、歴史賓料館へようこそ。この
自然科学教室で皆さんはラジオを組み立てましたね。そ
のラジオで放送が聞こえましたか？”。
“ハ～イ、聞こえました～ぁ”と、元気な答え。
“ときに皆さんには、そのラジオを放送している電波
が見えますか？”
"???... •見えませ～ん←と、声は小さい。
てそう見えませんよね。その電波を見るための道具の
一つが、皆さんが作ったラジオなのですよ”。
子ども達のけげんそうな顔、かお、カオ・・・。
こんなやりとりをイントロにして、電波の利用と電通
大の歴史を簡粗に説明してから、展示品の中で特に作動
する機器を中心に、無線通信を体験してもらった。
子ども達は、レーダー（シミュレータ）であれ、方向
探知機であれ、船舶用の短波受信機であれ、作動するも
のには例外なく強い興味を示した。操作可能なスイッチ
やダイヤルは全部動かしてみないと気がすまない。符号
表を見ながらモールス信号の発信を試みた。その符号表
がほしいと申し出る子どももいた。
もとより、展示してある機器の歴史的意義や動作原理
が、小。中学生に容易に理解できようはずはない。しか
しこのようなアプローチで電波に、さらには情報通信1こ、
何がしかでも興味を抱いてもらえれば、資料館での体験
は成功であろう。
子ども逹のお相手をしながら、有山前学長、伊理学部
長、福田教授それに前田目黒会会長とともに昨年訪問し
“電波を見るための道具の一つが、皆さんが作ったラジオなのですよ” ：にわか校長先生？は汗だく。
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た、カリフォルニアの博物館、 TheTech(『資料館ニュ
ス』 No.1)やExploratrium(I石］No.4)の展示に接して竜
心に返った自身の体験を、鮮明に思い出していた。
“これが伊豆大島からの電波だ！” （方向探知機の操作）
ともあれ、 7月24日から26日まで、昨年に引き続いて
高木康成助教授が主催した標記「教室」の第 3日目、資
料館は26人の子ども達の明るい喚声に包まれた。
ハルビン
◇熱烈歓迎吟ホ浜工程大学使節団
足立登
黒竜江は、かつて日中間の不幸な時代には“満州＂と
呼ばれたこともある中国東北部とロシアの国境を成して
いる大河である。冬季には氷結して自動車の往来も可能
であるとか。
その大河を北限として中国東北部に位置する黒竜江省、
大河の支流の松花江を擁し、帝政ロシアの文化的影態が
今に残る省都恰休浜にある中国有数の工業大学から 7月
13日、使節団が来学した。同大学と1998年に学術交流協
定が結ばれている。
このたび来学した使節団一行は
祁長華学長
郭 黎利 電子工程系主任・教授・通訳
馬 景駿 建築工程学院院長・教授
朱 長山 喩年浜吟東高新技禾国区管理弁公室主任
恰年浜工程大学教授
の4人で、交流協定の締結に際して有山学長（当時）が
同大学を訪問していることから、学長同士はすでに旧知
の間柄である。
『賓料館ニュース』 No.1に記したように、同様の資料
館を持つ同大学から昨年に引き続く訪問とあって、一行
は専門領域を越えて熱心に見学した。
そして“友の遠方より来るあり また喜ばしからずや”
の古辞の通り、有山前学長はじめ中田館長、宮坂•田中
学術調査員らと歓談の花を咲かせた。
見学を終えた一行に館長が歓迎の詩を贈った。
遥想黒竜江流流 朋友来訪繕日日
賢者曰温故知新 学子交流中日栄
（注：学子とは教官、学生のこと）
なお郭学長はじめ一行は、当資料館のはかにSVBL、知
能機械工学科ロボティクス講座、情報通信工学科渡辺成
良研究室、国際交流会館、留学生センター、共同研究セ
ンターなどを歴訪し、関係者ならびに留学生らと会談・
懇談を雷ね、あるいは旧交を暖めた。
使節団一行と中国人留学生それに資料館スタッフ：中央の有山前学長の右隣が邸学長。
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◇懐かしい世代と若い世代
宮坂武芳
私は大東亜（太平洋）戦争開戦の1941（昭和16)年、
当時目黒にあった無線電信講習所に入学しました。その
翌年、講習所は逓信省に移管され、官立無線電信講習所
に改組されたのです。
在学中に海軍航空隊に入隊、その訓練の課程を終了し
て卒業後、 1944（昭和19)年に海軍航空輸送機隊に配属
されました。
死線を越えて
私は中国大陸や印度洋、それに現在紛争が絶えないチ
モール島をはじめとする蘭領東印度（現インドネシア）
など、既に敗色濃いアジアの空を敵機の間隙を縫って飛
翔し、武運に恵まれ生還することができました。
無事生還した私は1946（昭和21)年、母校の講習所に
奉戦し、引き続き新制度の電気通信大学に勤務しました。
館長はじめ関係者のご努力で、最近では、この資料館
の存在が学内外の人びととともに、多くの同窓生たちの
知るところとなりました。同期会やクラス会を機会に、
資料館を訪れる企画がなされるようになりました。
私の楽しみが増えました。それぞれの分野でそれぞれ
に活躍されて功成り名を遂げた皆さんにお目にかかれる
ことは、まさに退喘教師の冥利に尽きます。
そして、来館された卒業生の皆さんは、展示品を眺め
てあるいは手に触れて、お互いに昔話しの花を咲かせま
す。私ども資料館関係者との会話も弾みます。
今年度になってからでも昭和30年卒“三期会” (4月
8日：記帳者32名）、同31年電波工学卒クラス会 (5月
26日：同13名）、同31年電波通信卒“さんま会” (6月
9日同18名）などなどの皆さんが来館されました。
“さんま会” (1956（昭和31)年電波通信専攻のクラス会ごー同：懐かしい真空管に目が輝く。
1918（大正 7)年の講習所創立以来の、とりわけ1920 世代間のコミュニケーション媒体として
（大正 9)年に竣工した目黒校舎から移送され、あるい 資料館では昨年から、新入生を対象に展示パネルの前
はその後に入手した、昔日の貴重な機器／資料（庶務課 で“電気通信大学100年”の解説をおこなっています。
『電気通信大学通報』 296号、 1989年 1月～342号、 19 私もその役割を分担しています。
93年 3月参照）が、この調布校舎に死蔵されていました。 また同じく昨年から「青少年自然科学教室（『資料館
それらの資料に日の目を見せるべく、歴史資料館の開
設準備が、有山前学長の指導の下に、 1996（平成 8)年
から開始されたのです（『資料館ニュース』 No.1参照）。
定年退官した私もその歴史資料館の学術調査員を拝命
して、再び電通大とのご縁ができました。想い起せば私
と電通大との関わりは講習所入学以来、 60年になります。
懐かしさの果てに
この資料館の仕事をしていて楽しみなことの一つは、
いちごいちえ
一期ー会は世のならいと心に決めて別れた、かっての同
窓生の消息に偶然接することです。そして、戦後の混乱
と苦難の時代の後輩や教え子たち、加えて発展途上にあ
った大学の卒業生たちとの、何十年振りかの再会です。
ニュース』 No.2と本号参照）の小・中学生を迎えるよう
になりました。
懐かしい世代ばかりでなく、これら若い世代の皆さん
にお会いする度に思います。この資料館を、単なる懐古
だけに止めることなく、新しい世紀に向けて世代間の価
値観を少しでも解消できるような、コミュニケーション
の場として、機能させることができないものか。・・。
視覚化された電通大の歴史を、そのコミュニケーショ
ンの媒体として機能させる方法はないものか。・・と。
それが、戦争で多くの知己を失いながらも幸い生き長
らえた、この世に何の未練もない、私の夢なのです。
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◇リモートセンシング事始め（五）
石島 巖
まった＜偶然の経緯から、 1971年にミシガン大学で開
催されたリモートセンシングに関するワークショップ、
それに国際シンンポジュウムに出席し、加えてNASAなど
を見学(“事始め（一） ～ （四） ＂参照）して帰国した
後、筆者は元の戦場に復掃した。しかしその直後に筆者
の眠場、すなわち七洋電機（株）が会社を解散した。
その結果、筆者は1974年に電通大短期大学部からの招
請を受けて、助教授に任用された。これまた思いもかけ
ず、母校の教戦に就くことになったのである。
電通大が筆者を招請した当面の目的は、無線電信講習
所以来の伝統を受け継いで、学生に第一級無線通信士国
家試験の受験に面える専門教育（無線従事者教育）を施
すことであった。
したがって母校就任後の筆者は、リモートセンシング
とは無縁の「モールス通信実技」 「電波法」 「通信地理」
「通信運用」 「無線機悶」 「電子回路」 「情報伝送工学」
などの教育に専念する-とになった。
日本のリモートセンシング始動
しかし・・・筆者が母校に着任したその年こそが、日
本のリモートセンシング元年となったのである。
気象衛星「ひまわり」稼働
すなわち1975年、日本の衛星リモートセンシング史上
初の、静止気象衛星「ひまわり」が稼働し始めた。
AZ-ELマウントされた直径18メートルの大パラボラア
ンテナを擁する気象衛星通信所（埼玉県比企郡鳩山村）
では、可視光と赤外線による雲の画像が刻々と受信され
始めたのである。
AZ-ELマウントとは、地球を周回する衛星の、刻々と
変化する水平方向の方位角と垂直方向の仰角に、パラボ
ラアンテナを追従させる制御方式の一つである。水平面
内で左右それぞれ180度回転できるAzimuth軸回転台上
に、垂直面内で水平から天頂まで90度回転可能なEleva-
tion軸回転台を直角に取り付け、その上にアンテナを乗
せる構造である。天頂付近での高速追尾がやや困難であ
る。主に静止衛星向けに使用される。
その気象衛星通信所の初代所長は、前身校無線電信講
習所を太平洋戦争終戦の1945（昭和20)年に卒業した、
成井満男氏だった。
そして同じく講習所を1932（昭和 7)年に卒業した大
先輩である気象庁の藤原寛人（新田次郎）氏らが、心血
を注いで1964（昭和39)年に完成させた富士山レーダー
に加えて、この「ひまわり」の稼働開始で、天気予報が
革命的に的中するようになるものと、期待された。
国家的プロジェクトに参画
そして電通大に就任して間もない1975年の春、筆者は
宇宙開発事業団(NASDA)から、客員開発部員に就任する
よう要請を受けた。 「ひまわり」の受信設備に加えて、
筆者がアメリカでその構造と機能を勉強してきたERTS
(“事始め（二） ＂と“（三） ＂）からの電波を受信し
解析・処理する地球観測センターを建設することになっ
たからである。
ミシガン大学でのクラスメート？である土屋清氏は、
すでに気象庁からNASDAに移籍して、同観測センター構
築の構想を練っておられた。センター建設地点は上記の
気象衛星通信所に近い、埼玉県比企郡に位置する物見山
と決定されていた。
LANDSAT受信局の建設
我われの技術の標的であるERTS衛星はすでに軌道上に
あって、 LANDSATという良い名前が付けられていた。
筆者はグランド・システム・グループに所属して、 NA-
SDAの仕様書に基づきメーカー各社から提出されていた
受信・処理システムの提案書を検討する業務を担当した
のである。そして最終的には、メーカーの選定に立ち会
うことにもなってしまった。
静止気象衛星暉S-1「ひまわり」の可視光線画像（気象庁提供） ：1975（昭和50)年
日本の衛星リモートセンシングは、この「ひまわり」の稼働で始まった。
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その選定に当って筆者は、アメリカでの知見を基に、
x -Yマウントされた直径12メートルの受信アンテナと
非冷却パラメトリックLNA（前置低雑音増輻器）を組み合
わせたフロントエンドについて提案した。
XYマウントは、アンテナ制御のもう一つの方法で、
水平面内で全方位360度回転できる X軸回転台上に、垂
直面内で天頂を越えて180度回転可能なY軸回転台を直
角に取り付け、その上にアンテナを乗せる構造である。
アンテナ回転の自由度が大きく、特に天頂付近での高
速追尾が容易である。主に極軌道周回衛屋追尾用に使用
される。 AZ-ELマウント方式より建設費用はかさむ。
その他、筆者の発案で実現したサブシステムとして極
軌道上を周回する骰測衛星の直下シーンを実時間で連続
的に表示するクイックルック・モニターがある。
クイッルックモニターは、目的とする蜆測データが確
実に受信されているか否かをリアルタイムで監視するシ
ステムである。
しかし、当時のコンビュータの処理速度ではかなり実
現が困難であり、コンピュータヘの入力以前に受信した
信号の処理をハードウェアで行わなければならないので、
当初、メーカ側は賛成しなかった。
それでも、アメリカのNASAでさえ開発していなかった
そのモニターを、日本の技術者が実現したのである。
リモートセンシングがお茶間に
1977年の正月、 NHKの総合テレビがそのクイックルッ
クの映像をNASDAの地球観測センターから生中継した。
わが家の小さなテレビにも、その映像が鮮明に映し出
された。その瞬間日本人は、地球を周回中のLANDSATか
らの日本列島とその付近の映像を、世界に先駆けてリア
ルタイムで、直視したのだった。
海洋観測衛星 (MOS)打ち上げ
NHKがLANDSATの映像を放映した1977年、筆者は再び
NASDAに呼び出された。そのNASDAはアメリカのLANDSAT
の実績に基づき、わが国独自の海洋銀測衛星 (MOS-1)の
打ち上げを決定していたのである。
このMOSはLANDSATのようなマルチ・スペクトラル・
スキャナ(“事始め（二）および（三）”)の他に、地
表面から自然放射されるマイクロ波の強度を観測する放
射計を搭載していて、 ISSの観測視野内の大気の水蒸気
含有量を測定することを計画していた。
NASAを超える技術をめざして
大気中の水蒸気はそこを通過する赤外線を幾分吸収す
るので、水蒸気含有量の測定結果から、 JfSSで銀測され
る赤外線の強度を補正しようというものである。
35GHz付近のマイクロ波は、水蒸気による減衰が著し
いので、その周波数帯でのマイクロ波の放射強度を同時
に測定すれば、上記の補正が容易に行える。
ただしこのマイクロ波放射計の受信アンテナは地表面
をコニカルスキャン方式でを丸く走査するため、地表面
をテレビジョンと同様に横と縦に走査する.IJS のラスタ
ースキャンによる観測データと比較・校正するためには、
特殊な座標軸変換処理が必要になる。
筆者は、このMOSのプロジェクトにおいてもグランド
システム・グループに所属して、各メーカーからの提案
書を検討した。上記のLANDSAT受信システムに採用され
たフロントエンドが、 MOSと下記のSPO'「の受信システム
にも対応できるか否かが最も重要な検討事項であった。
SPOT衛星の受信機能も
さらにNASDAのこのMOS受信システムには、距離分解
能が極めて高い、フランスのSPOT衛星を受信する能力を
追加することも計画されていた。
そのSPOTは地表面を斜めに観測する機能を持ち、垂直
の観測データと組み合わせて立体的な地形観測ができる
のである。
リモセン大国？日本 とりで
かつて戦国の世に、敵を見張るための砦が築かれた物
見山に、二つのパラボラアンテナが建設されることにな
った。一つはLANDSAT向け、もう一つはMOSとSPOT共用
である。宇宙空間から地球の環境と資源を見張るための、
リモートセンシングの砦が構築されたのである。
独自の観測衛星 (HOS)が完成したことから、わが国の
リモートセンシングに関する研究活動が本格的に動き出
した。ミシガン大学の恒例のシンポジュウム(“事始め
（三） ＂）で発表される日本の研究者の論文も豊富なデ
ータで充実されるようになった。
「ひまわり」とVOSの二つの地球観測衛星を持ち、し
かもLANDSATとSPOTの受信設備を持った日本の研究者は、
骰測衛星はもとよりそれらの受信設備を持たない国ぐに
の研究者たちの垂涎の的になった。開発途上国からは、
観測衛星の受信とそのデータの利用技術についてODA
による技術移転を求める要請が寄せられた。
リモートセンシング学会も産声を上げた。各大学にも
それらしい研究者のグループが現れ始めた。
◇斜視 マルコーニ伝（結）
桑嶋陽一
大西洋を横断した通信実験からノーベル賞を受賞する
前後まで、マルコーニをそして電波の伝搬をめぐる論争
は絶えなかった。
しかし最後の勝利は、もとよりマルコーニの掌中にあ
った。彼の才能と努力に加えて、運が彼に味方した。
来日途上のマルコーニ： 1933（昭和 8)年、日本郵船
秩父丸の無線室で。 （日本郵船歴史資料館提供）
?
学者たちの奇妙な議論
マルコーニによる1901年の実験の後、 （承）に述べた
ケネリーとヘビサイドが電離層存在の仮説を発表する他
方で、一部の理論家の間で奇妙ともいえる議論が行われ
ていた。
実験結果に合わせた理論式？
イギリスの H. マグドナルドは電波の長距離伝搬を回
折により説明しようとして、 1903年に地球の半径を考慮
した回折伝搬式を理論的に導き発表した。しかし、 L.
レーリー（レーリー散乱の）や J. ポアンカレに誤りを
指摘され、 1910年に訂正した伝播式を再発表した。
この訂正された伝播式によれば、電波の距離に対する
減衰は、オースチン疇コーヘンの実験式（注）より大き
くなってしまうのであった。実験式に合わない理論式で
あったが、理論を信じる学者の中には、この理論式に合
わせるような伝搬実験を提案する学者も現れたという。
注：アメリカ海軍は1909年と10年に、ボストン沖で大規
模かつ綿密な無線電信の海上伝搬実験を行った。そし
てその結果から、オースチン・コーヘンの実験式を導
いた。この式は、波長の長い（周波数の低い）電波ほ
ど遠くに届くことを示した。
さらにアメリカ海軍は1913年に、無線電話による追
試を行い、前回と同様の結果を得た。これでオースチ
ン・コーヘンの実験式の実用性が確立した。
理論も実験結果も信じない？
さまざまな混乱末、イギリスの理論家A. ラプは、 19
15年、次のように提唱した。すなわち“洋上にはまだ分
からないことがたくさんあるから、理論を信じることも、
実験を信じることもちょっと小休止しようではないか”。
マルコーニは無視した
（転）に述べたように、 1902年、すでにイギリスとカ
ナダの間で、大西洋を横断する無線電信業務を始めてい
たマルコーニは、そんな実用に無関係な学者の議論に何
の関心も示さなかった。
彼は業務の傍ら、黙々と電波伝搬状態の H周変化を記
録し続け、1912年には大西洋を横断する7,000:;..,5 000 
メートルの波長の長波が、日出と日没時にその強度が大
輻に変動すると発表している。
それよりも、マルコーニに衝撃を与えたのは、 1905年
に発表されたアインシュタインの特殊相対性理論、とり
わけエーテル存在の否定だったのではなかろうか。
“エーテルが存在しないとすれば、波動である電波は
いったい何を媒体として空間を伝搬しているのだろうか
・・・？”彼は思考の原点を失った思いだったろう。
では、いかにして大西洋横断？
エーテルが存在しようとしまい と、電離層の理論がど
うであろうとも、電波が大西洋を越えて、伝搬している
事実に変わりはない。
それにしても、 （起）と（転）に述べたように、 820
kHz（注：異説あり）の、今日では中波と呼ばれる周波数
の電波が、いかにして大西洋を、しかも昼間に、横断し
て伝搬したのか、疑問は残る。この周波数では、通常、
電離層伝搬は考えられないからである。
良い条件が重なった？
マルコーニの実験は、期せずして非常に良い条件が重
なって成功したともいわれた。すなわち、
①発射した電波の周波数が、フレーミングが推定した
820kHzより高い、現在では短波と呼ばれる周波数であ
った。当時は周波数の測定装置など無かったc
②この1901年は、 1年周期の太陽活動の極小期であり、
D層による吸収減衰がもっとも少ない年であった。
③季節的に短波の伝播の条件のよい冬季であった。
高調波が受信された？
1901年の実験でマルコーニが受信したのは、計画され
た波長の中波ではなく、その高誤波の短波であったとい
う説をラトクリフが、 1974年になって唱えた。
すなわち、当時の送信機は火花送信機（いわゆる B電
波）であり、強い高澁波を含んでおり、中波は電離層の
D層で強い吸収を受けるが、短波は減衰が少ないので遠
方まで届く。また、受信アンテナには凧を使用したので、
風に揺れて同調周波数が変化し（実験時非常に風が強か
った）、たまたま短波に同調したとき受信できたのでは
ないか、というのである。
アンテナの倒壊も幸いした！
火花式送信機では発射電波に強い高調波が含まれてい
たことは十分うなずける。しかし短波であっても、昼間
3000キロメートルを越えて伝わる条件は厳しい。そこで
以下の理由も考えられる。
（起）で述べたように、当初のアンテナが倒壊して、
寸法の短いアンテナが建設され、高い周波数の電波が
送出され易く、受信もされ易くなった。
凧を用いたアンテナを4分の 1波長の接地型とすると、
当初のアンテナ長l8(）メートルで受信波長720メート
ル（周波数： 417kHz)、建設し直した120メートルで
は受信波長480メートル (625kHz)である。
アンテナは（ ）内の整数倍の高い周波数の屯波
にも同調する。
⑤そして、同じくアンテナの倒壊により受信局をケープ
・コッドからセント・ジョーンズに移したため、送・
受局の間の距離が~800キロメートルから 2800キロメー
トルに短縮された。
才能と努力と幸運と
1912年のタイタニック号の乗船予定者名簿に、マルコ
ーニ夫妻の名があった。無線電信の発明者でノーベル賞
受賞者である名1：として、イギリスが誇る豪華客船の処
女航海に招待されていたのである。
しかしマルコーニは、アメリカの無線会社を買収する
ために、 3日前に出航したシルタニア号に乗船した。ま
た、夫人は息子が病気のため、イギリスに残った。
タイタニック号が氷山に衝突して沈没した位置は、マ
ルコーニが1901年に初めて大西洋横断の通信実験に成功
した時の受信局が設置された、カナダのニュー・ファウ
ンドランドの沖であった。
マルコーニは、若冠21オで無線電信を発明するたぐい
稀な才能と、暴風雨にも罵詈識謗にも負けないばかりか
困難の中に成功の鍵を見いだす、強い意思と努力の人だ
った。禍が転じて福となる幸運にも恵まれていた。
しかし、そのマルコーニも天命に逆らうことはできな
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かった。 1937年 7月20日、彼は努力と栄光とそして幸運
に満ちたその63年の生涯を閉じたのだった。
その［直後、世界中の無線局が電波の発射を 2分間止め
て“無線通信の父”の死を悼んだ。
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◇地図は語る：南洋群島 (2)
田中正智
資料館に掲げられた古い地図は、かって南洋に魅せら
れ、あるいはその生涯の大きな部分を南洋に捧げた、人
びとについても語りかけてくる。
南洋に魅せられた人びと
南洋に進出した企業の活動を支えた人びと(“南洋群
島（ 1),,参照）に加えて、学問や芸術など専門分野か
ら南洋に魅せられ、鈴木経勲（同参照）に続く調査・研
究、さらには制作活動のために海を渡り、あるいは海の
彼方の、椰子の木が茂る島じまに思いを馳せ、さらには
南洋をめぐる国益を論じた人ぴとがいた。たとえば．，．
土方久功
1924年に東京美術学校（現東京芸術大学）の彫塑科を
卒業した。関東大震災の直後に演出家の小山内薫ととも
に、大正末から昭和初期にかけての新劇のメッカ築地小
劇場を建設した土方与志とは従兄弟同士である。
その土方久功は、 1922年に委任統治領すなわち“南洋”
のパラオに移住した。そして自らの創作活動の傍ら、島
の人びとに、島に伝わる物語りを木板に浮彫りすること
を教えた。
もともとパラオとその周辺の島じまには、歴史や物語
りを木版に描いた“ストーリー・ボード”を、視覚的・
非言語のコミュニケーション・メディアとする風習があ
った。部落の集会場（アバイ）の破風には、今でもその
絵が残されている。土方がその制作を指導したストーリ
ー・ボードの彫刻は、土産物として珍璽され、島の人び
との生活を潤した。
さらに土方は1931年から 7年余りを、ヤップの離島サ
タワヌ（あるいはサテワヌ現サタワル）で暮らした。
彫刻や絵画の制作をはじめ、民話の収集（再話）、詩
作、さらには民俗学的研究など、幅広い分野にわたる精
力的な創作。研究活動を行い“パラオのゴーギャン”と
も呼ばれた。
ストーリーポード「蜘蜆占」 （「土方久功展J同
展実行委員会、昭和54年）
著作には『パラオの神話伝説』、島の人びとの生活記
録『流木』鑽、 『サテワヌ島民話』、それに詩集、紀行文
とエッセイ集としての『文化の果てに』 『青晰錫（注：
トカゲ）の夢』などがあり、 『土方久功全集』 (-二三
書房、 19xx年）が上梓された。さらにその一部の英訳も
出版されている。
・ヽーんど
長谷部言人
東京帝国大学朕科大学（現医学部）を卒業し、ドイツ
で人類学を研究した。 1927年から29年にかけて海軍から
委嘱されてミクロネシアの調査を行った。 1938年に東大
教授となり翌年、理学部に人類学科を新設した。
長谷部は、上記涸査に同行した後輩の八幡一郎と共秤
で r過去の我南洋』を出版した。
矢内原忠雄
東京帝国大学経済学部教授として植民地政策を担当し
ながら、 1933年と34年の 2度わたり、社会科学的な見地
から南洋群島の実態調査を行った。併せてキリスト教布
教の実態も調査の対象とした。
その調杏結果は「南洋群島の研究」 （岩波書店1935)
として上梓された。内容の一部に南洋群島内外の通伯回
線の敷設状況も収められている。
やがて、日本による満州国愧儡政権樹立が国際連盟の
非難を受け、 1932年に H本が連盟を脱退すると、南洋群
島委任統治継続の是非が議論された。
海軍は、国防上“南洋は「海の生命線」＂と主張して、
その施政存続を徹底して強禍した（桜井均「ミクロネシ
ア・リポートー非核宣言の島々からー』日本放送出版協
会、昭和58)。そうした状況の中で、矢内原は南洋群島
の統治政策の継続の必要性について、論説している。
そして彼は、日本の大陸侵攻政策を批判した論文“国
家の理想”で東京帝国大学を追われた。
その矢内原は戦後の1951年、東大総長に就任した。
そめさ あっ！｀
染木照
1927年、東京美術学校（現東京芸術大学）を卒業した
後、 1934年に南洋群島を踏査し、島の人びとの表情と風
俗を克明に油絵として描いた。
また染木は1939年以降、満州、北支、蒙繭などの調査
団にも参加している。
著書に『ミクロネシアの風土と民具』や『北満民具採
訪記」などがある。
田辺尚雄
南洋庁の委庫を受け1934年、日本郵船の春日丸で委任
統治領を巡り、録音機や映写機を用いて島じま固有の民
俗音楽や舞踊を収録した。著書に『南洋・台湾・沖縄音
楽紀行』などがある。
清野謙次
太平洋協会（注）の嘱託として1941年、岩倉公爵、平
野義太郎らと日本郵船の山城丸で委任統治領を凋査し、
政府が島民の衣・食・住すべてを日本化し南洋に日本と
同じ生活様式を持ち込もうとしすることを問題視した。
著書に「太平洋民族学」などがある。
注： 1938年に国策遂行に寄与することを目的として、太
平洋に関する諸研究を行うために組織された。 （太平洋
学会編「太平洋諸島百科事典」原書房、 1989)。
島田啓三／冒険ダン吉
島田啓三が“冒険ダン吉”を「少年倶楽部J1933年 6
月号から連載し始めると、たちまち少年たちの人気を集
めた。その書き出しが一人の少年の夢物語りであるよう
に、 “ダン吉”の島は実在しない。南洋群島に象やライ
オンは居ない。
しかしfl［はともあれ、 “ダン吉”の大活躍が、少年た
ちの南の島への夢と憧れを育んだ。
“ダン吉”がまず気がついたのは、この島に学校
がないことでした。そこで“ダン吉＂は小学校をた
てることにしました。 （『少年倶楽部文庫19冒険ダ
ン吉』講談社、昭和51年）
◇これからの展示／提示予定（案）
後期は次の通り、それぞれ常設展示（月曜日昼休み）
とビデオ提示（水、金曜日第 5時限目）を行います。
常設展示 ：館内を自由にご覧ください。
ビデオ提示：示されたタイトルのビデオを提示します。
なお内容により時間延長の場合あります。
月日＼時刻 12:1512:45 16:15 
ヽ v＾t - - ？ ＜ ”＾→ 、、一＾一ィx-、一<、---〉”t-〉-〉--‘シー”-9 - ： -、:-: -10月11日（水） ビデオ提示1“アインシュタイン・ロマン
1 3日（金） ビデオ提示1“アインシュタイン・ロマン
1 6日（月） 常設展示
1 8日（水）
2 0日（金）
これら常設展示とビデオ提示は、いずれも係員が質問
を受け、あるいは討論に参加します。
また、ビデオ提示の時間帯にも、常設展示を併せて行
います。展示品を自由にご覧になれます。
ビデオ提示2“アインシュタイン・ロマン (2)相対性理論
常設展示12:0,._,17:00（電通大フォーラム 2000)
ビデオ提示2“アインシュタイン・ロマン (2)同”
常設展示12:0,..., 17:00（電通大フォーラム 2000)
常設展示
考える＋翔ぶ！”
ヽノヽー，ヽノヽノヽノヽノヽ~ヽノヽノヽノヽノヽノ）?????????????? ???? ?????
?ーー
ビデオ提示 3
ビデオ提示 3
常設展示
常設展示
常設展示
常設展示
常設展示
ビデオ提示4
ビデオ提示4
ビデオ提示 5
ビデオ提示 5
“アインシュタイン・ロマン (3)光と闇の迷宮
“アインシュタイン・ロマン (3)同”
“ザ・スペースエイジ
“ザ・スペースエイジ
ミクロの世界一”
(1) 2014年火星への遥かな旅”
(1)同”
“ザ・スペースエイジ (2)天空のハイテク・ウォーズ”
＂ザ・スペースエイジ (2)同”
2 4日（金）
2 5日（土）
2 6日（日）
2 9日（水）
12月 1日（金）
6日（水）
8日
1月
????
??
（金）
? ー ? ? ? ? ? ?? ?（（（?????
? ? ? 、 ー ? ? ? ???
常設展示11:00~ 
常設展示11:00~ 
常設展示11:00~ 
????． ． ． ． ． ． ??? 調布祭企画ビデオ “E. T. The Extra-Terrestrial" （劇映画） 13:30,.., 
ビデオ “14 9 2ーコロンプスー＂ （劇映画） 13:30,.., 
昔のラジオ放送を楽しむ会（録音観賞） 13:30,.._, 
常設展示
ビデオ提示 6
ビデオ提示 6
常設展示11:00~ 
けた一”
“神々の指紋 Iー天の鏡ー”
“神々の指紋 I同”
創立記念日企画
17:00 ビデオ“「巨大台風から日本を守れ」一富士山頂・男たちは命をか
（富士山レーダー建設に活躍した卒業生（故）藤原寛人） 13:30,_, 
常設展示
ビデオ提示 7
ビデオ提示 7
1常設展示12:00,_,13:00 
“神々の指紋I一忘れられた記憶
“神々の指紋I同”
新春特別企
ビデオ：古典芸能 12:30r-.,
ビデオ提示8
ビデオ提示 8
画
“神々の指紋皿一古代の航海士一”
“神々の指紋皿同”
0年末・年始と、 1月15日から 3月31日までの期間は、ご希望に応じて可能な限り臨時開館します。直接または電話
(0424-43-5296)などで、資料館までご連絡ください。
?
